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至  鳥羽 

サンアリーナIC

二見JCT

パーク＆ 
バスライド 
臨時駐車場 

（県営サンアリーナ） 

駐車整理料 
１,000円 

・二見方面・鳥羽方面か

ら来る車は、二見JCT

を直進し、サンアリー

ナICへ 

臨時駐車場へ駐車し、

無料のシャトルバスで、

伊勢神宮（外宮・内宮）

へ（最終は午後４時

30分発） 

ＩＣ…インターチェンジ 

ＪＣＴ…ジャンクション 

 

● 

とき〈臨時駐車場（県営サンアリーナ）の開場日時〉

●12月31日（月）・午後10時～１月１日（祝）・午後４時

●１月２日（水）～６日（日）、午前９時～午後４時

対象 伊勢自動車道・国道23号・伊勢二見鳥羽ラインを利用

し、伊勢神宮（外宮・内宮）へ行く車（観光バス・マイク

ロバス・二輪車を除く）

駐車整理料 １台につき1,000円

実
施
期
間
中
の
交
通
規
制

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実

施
に
伴
い
、
国
道
23
号
、
伊
勢

自
動
車
道
伊
勢
西
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
・
伊
勢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。（
上
図
参
照
）

親
せ
き
や
知
人
な
ど
で
、
市

外
か
ら
伊
勢
に
来
る
人
に
、
規

制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
の
交
通
規

制
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
「
伊

勢
市
お
し
ら
せ

版
」
12
月
15
日

号
と
同
時
配
布

す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ
先

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
臨
時
駐
車

場
・
実
施
本
部
（
1
@5
１
５
２
１
）

対
応
時
間

●

12
月
31
日
（月）
・
午
後
10
時
〜

１
月
１
日
（祝）
・
午
後
８
時

●

１
月
２
日
（水）
〜
６
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

年末年始の内宮周辺の交通渋滞を解消するため、 

パーク＆バスライドを実施します。 

パーク＆バスライドとは、 

臨時駐車場（県営サンアリーナ）から 

伊勢神宮（外宮・内宮）まで、シャトルバスを 

運行するシステムです。 

年末年始の内宮周辺の交通渋滞を解消するため、 

パーク＆バスライドを実施します。 

パーク＆バスライドとは、 

臨時駐車場（県営サンアリーナ）から 

伊勢神宮（外宮・内宮）まで、シャトルバスを 

運行するシステムです。 

交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）交通政策課内・伊勢地域観光交通対策協議会事務局（1@15508）

～快適・スムーズ！シャトルバスで伊勢神宮へ～ ～快適・スムーズ！シャトルバスで伊勢神宮へ～ ～快適・スムーズ！シャトルバスで伊勢神宮へ～ 
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至  松阪 

至  伊勢市街 

至  玉城IC 
　  名古屋 
　  大阪 

至　志摩 

朝熊IC

楠部IC

御
木
本
道
路
 

伊
勢
道
路
 

伊
勢
自
動
車
道
 伊

勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
 

宇治浦田町交差点 

伊勢神宮（内宮） 

伊勢神宮（外宮） 

国道23号 
（午後6時30分まで） 

伊勢 I C付近から宇治浦田町交

差点までの内宮方面へ向かう

車線は、右側車線が通行禁止に

なります。 

伊勢西ＩＣ（午後5時まで） 

観光バス・マイクロバス（乗車定

員11人以上）・通行禁止除外指定

車（緑色の許可証を所持した身体

障がい者などの使用車）・二輪車

は降りることができますが、一般

車両は降りることができません。 

名古屋方面・大阪方面から来る

車は、伊勢西ＩＣ・伊勢ＩＣを

直進し、サンアリーナＩＣへ 

 名古屋方面・大阪方面から、伊

勢市街方面やシャトルバスを

利用せずに伊勢神宮（外宮・内

宮）へ行く車は、玉城ＩＣで降

りてください。 

● 

 

 

● 

シャトルバス運
行ル
ー
ト

外宮～内宮間は、 

有料の臨時バスが 

運行されます 

× 

○ 

× 
× 

○ × 

伊勢ＩＣ（午後6時30分まで〔名古屋
方面・大阪方面から伊勢市街方面・松
阪方面へは午後4時まで〕） 

二見方面・鳥羽方面から伊勢市街方面・松阪

方面へは降りることができますが、そのほか

のルートは降りることができません。入り口

はすべての方向へ通行することができます。 

※
実
施
期
間
中
は
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
状
況
や
、
駐
車
場

の
満
空
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:/
/
w
w
w
.ip
o
s.co
.jp
/
asp

/
ise.asp

x

）
で
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

内
宮
周
辺
の
駐
車
場
の
ご
案
内

年
末
年
始
は
、
宇
治
浦
田
街

路
広
場
・
五
十
鈴
川
河
川
敷
・

神
宮
宇
治
工
作
所
・
県
営
総
合

競
技
場
な
ど
の
駐
車
場
が
有
料

と
な
り
ま
す
。

有
料
期
間

●
12
月
31
日
（月）
〜
１
月
６
日
（日）

●
１
月
12
日
（土）
〜
27
日
（日）
の

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

駐
車
整
理
料

１
台
に
つ
き
１
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
混
雑
す
る
た
め
、

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
の
実
施

期
間
中
は
、
で
き
る
だ
け
臨
時

駐
車
場（
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
）

を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

〈QRコード〉
パーク＆
バスライド
交通情報

12月31日（月）～１月６日（日）   年末年始の交通渋滞を解消！ ～快適・スムーズ！シャトルバスで伊勢神宮へ～ ～快適・スムーズ！シャトルバスで伊勢神宮へ～ 

今年は

１月６日（日）まで！

今年は

１月６日（日）まで！
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市
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ま
し 

（平成19年4月1日現在） 

（平成19年4月1日現在） 

（平成19年4月1日現在） 

（平成19年4月1日現在） 

（平成19年4月1日現在） 

●一般職員の給与の内訳 
　(平成18年度一般会計決算額)

●人件費の割合 
　(平成18年度一般会計決算額)

●時間外勤務手当 

給料(報酬)月額 退職手当 

市長 1,013,000円 450/100×在職年数×給料月額 

副市長 785,000円 280/100×在職年数×給料月額 

議長 567,000円 

副議長 509,000円 

議員 451,000円 

６月期：2.1月分 
12月期：2.3月分 
合計4.40月分 
20％の加算措置有 

６月期：1.6月分 

12月期：1.7月分 

合計3.30月分 

20％の加算措置有 

●特別職の給与(報酬)

期末手当 

●退職手当 
期別 期末手当 勤勉手当 合計 自己都合 定年・勧奨 
６月期 1.40月分 0.725月分 2.125月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分 

12月期 1.60月分 0.725月分 2.325月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分 
合　計 3.00月分 1.45月分 4.45月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分 

勤続20年 23.50月分 30.55月分 

●期末勤勉手当 

職制上の段階、職務の等級などによる加算措置有 

（加算割合５％～15％） 

※職員手当に退職手当などは含まれて

いません。 

※人件費には、一般職員の給与のほか、市長・助役・

収入役の給与、議員などの報酬を含んでいます。 

※特別職の給与(報酬)などについて
は、市内の各分野の代表者・有識
者などで構成する「特別職報酬等
審議会」で審議され、条例で定め
られています。 

初任給 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 
大学卒 176,800円 267,650円 309,850円 371,933円 
高校卒 148,000円 226,400円 276,729円 312,950円 
大学卒 176,800円 270,177円 317,043円 381,225円 

高校卒 142,800円 224,525円 272,345円 313,614円 
三重県 

伊勢市 

区分 

●給料〈一般行政職〉 （平成19年4月1日現在） 

平均給料 平均年齢 

354,760円 42歳5カ月 

329,181円 40歳11カ月 

●級別職員数〈一般行政職〉 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

標準的な職名 職員 職員 職員 係長 課長補佐 課長 部長 

職員数 16人 77人 189人 98人 61人 75人 23人 

構成比 3.0% 14.3% 35.0% 18.2% 11.3% 13.9% 4.3%

（平成19年4月1日現在） 

539人 

100.0%

計 

●管理職手当 

　部長職　月額62,000円 
　課長職　月額45,000円 

●管理職員特別勤務手当 

　部長職　１回8,500円 
　課長職　１回7,000円 

●特殊勤務手当 
　（消防手当や清掃業務等従事手当など） 

●定年前早期退職特例措置（２％～20％加算） 
●１人当たりの平均支給額（平成18年度・全職種） 
　　自己都合　　 492万5千円 
　　定年・勧奨　2,493万2千円 

支給総額２億7,562万8千円（平成18年度） 
（職員１人当たり265,027円） 

支給総額3,083万8千円（平成18年度） 
（職員１人当たり56,898円） 

給与費 

合計71億4,175万9千円 

職員数 1,152人 

１人当たり619万9千円 

歳出総額 
413億477万円 

人件費 
101億6,247万6千円 

25%

扶助費 
62億167万円 
15%

　　　そのほか 
138億2,459万7千円 
　　33%

　　期末勤勉手当 
18億6,757万2千円 
　　26%

　　　公債費 
50億4,246万5千円 
　　　　12%

　投資的経費 
60億7,356万2千円 
　　15%

職員手当 
6億7,727万3千円 

10%
給料 

45億9,691万4千円 
64%

市
職
員
の
給
与
は
、
国
・
県
・
ほ
か
の
市
町
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
、
条
例
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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給
与
に
つ
い
て
…
…
…
職
員
課
給
与
厚
生
係
（
1
@1
５
５
０
６
）

職
員
数
な
ど
に
つ
い
て
…
…
職
員
課
人
事
係
（
1
@1
５
５
０
５
）
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●分限処分・懲戒処分（平成18年度） 

定年退職 勧奨退職 普通退職ほか 合計 

一般行政など 0 20 12 24 12 48
教育 0 6 1 8 4 13
病院 15 5 2 7 32 41

消防 0 5 4 2 0 6
合計 15 36 19 41 48 108

●職員の任免 

採用 
（平成19年4月1日） 

退職 （平成18年度） 

（各年4月1日現在） 

平成19年 平成18年 
議会 8 8 0

総務 181 179 ＋2
税務 55 58 －3

民生 231 237 －6
衛生 160 162 －2
労働 2 3 －1

農林水産 29 29 0
商工 27 25 ＋2
土木 111 113 －2
小計 804 814 －10

教育 154 169 －15
消防 172 172 0
小計 326 341 －15

病院 371 391 －20

水道 37 42 －5
下水道 39 44 －5

そのほか 40 42 －2
487 519 －32小計 

1,617 1,674 －57

●部門別職員数と主な増減理由 

合計 

部門 

※そのほかとは、老人保健医療特別会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計です。 

※職員数には、伊勢広域環境組合派遣職員の人数は含まれていません。 

職員数 
前年比 主な増減理由 

内容 

●配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

●配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　１人につき 

　・配偶者のない場合　　　　　　　　　１人目のみ 

　・配偶者を扶養親族としていない場合　１人目のみ 

13,000円 

6,000円 

11,000円 

6,500円 

（16歳～22歳の扶養親族は、１人につき5,000円加算） 

●借家・借間居住者　　　 最高支給額 

●自宅居住者　・新築・購入後５年間 

　　　　　　　・そのほか 

27,000円 

3,000円 

1,000円 

●交通機関利用者 

　　定期代全額支給（限度額：１カ月につき55,000円） 

●交通用具使用者（自家用車など） 

　　片道２km以上で通勤距離に応じて2,500円～16,000円 

●扶養手当・住居手当・通勤手当（月額） 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

●機構改革に伴う組
織の見直しによる減 
●業務の見直し・効
率化、退職者の補充
抑制などによる減 
●商工部門の強化に
よる増 

●各総合支所教育委
員会分室の統合によ
る減 

●一部の診療科の休
止による減 
●各総合支所上下水
道課の統合による減 

公営企業 

等会計 

部門 

特別 

行政部門 

一般 

行政部門 

（平成18年度） 

中途採用 

※分限処分（免職・降任・休職） 
　疾病などのため、職員がその職責を十分に果た
すことができない場合に、公務能率を維持するこ
とを目的として行う職員に対する不利益処分 
※懲戒処分（免職・停職・減給・戒告） 
　職員が公務員としてふさわしくない非違行為を
行った場合に、公務秩序を維持し、その職員の責
任を問うことを目的として行う職員に対する制裁
措置 

免職 降任 休職 合計 免職 停職 減給 戒告 合計 

0 0 15 15 0 2 1 0 3

分限処分 懲戒処分 

（平成19年4月1日現在） 

定
員
の
適
正
化

定
員
管
理
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
職
員
の
定
員
を
最
小
限
に
抑
え
、
ま
た
、
部
門
ご
と

に
適
切
な
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
住
民
負
担
の
増
加
抑
制
に
留
意
し
つ
つ
、
貴
重
な
人

材
を
活
用
す
る
「
最
小
の
職
員
数
で
、
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
が
目
的
で
す
。

定
員
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
に
平
成
18
年
度
に
「
伊
勢
市
定
員
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

計
画
は
、
平
成
18
年
度
以
降
の
５
年
間
を
期
間
と
し
、
職
員
１
０
２
人
の
削
減
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
４
月
１
日
の
職
員
数
と
平
成
19
年
４
月
１
日
の
職
員
数
と
を
比
較
す
る

と
、
事
務
事
業
な
ど
の
統
合
や
整
理
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
57
人
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

5 平成19年12月号
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足
腰
を
中
心
と
し
た
運
動
機

能
が
低
下
す
る
と
、
転
倒
や
骨

折
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室
で
は
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
操
、

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
い
、
転
び
に
く
い
体
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

脳
活
性
化
教
室

「
物
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
生

活
に
張
り
が
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
齢
期
を
迎
え
て
も
、
自
分

ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
続
け
る
た
め
に
は
、
生
活
全

般
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
具
体
的
な
介
護
予

防
事
業
と
参
加
者
の
声
を
紹
介

し
ま
す
。

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
介
護
予
防
に
関
す
る

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室

「
階
段
を
昇
る
の
に
手
す
り

や
壁
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
」
「
歩
く
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

栄
養
改
善
教
室

「
食
欲
が
わ
か
な
い
」「
半
年

く
ら
い
の
間
に
体
重
が
減
っ
て

き
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

低
栄
養
状
態
で
は
、
筋
力
の

低
下
や
心
身
の
老
化
が
進
み
や

す
く
な
り
ま
す
。
活
動
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
楽
し
く
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

栄
養
改
善
教
室
で
は
、
管
理

栄
養
士
が
低
栄
養
状
態
を
予
防

す
る
た
め
の
食
事
の
食
べ
方
や

食
事
作
り
な
ど
の
相
談
に
応

じ
、
栄
養
状
態
の
改
善
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

健康課（1@72435）

認
知
症
の
中
に
は
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
よ
っ
て
、
予
防
し

た
り
進
行
速
度
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
生
活
の
中
で
積
極
的
に
頭

や
体
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

脳
活
性
化
教
室
で
は
、
楽
し

く
脳
を
刺
激
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
音
楽
療
法
を
行
い
、

脳
が
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

音楽療法

脳を刺激するレクリエーション

足指のトレーニング

10メートルの歩行速度・歩幅の計測

介
護
予
防
事
業
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口
腔
訓
練
教
室

「
半
年
前
と
比
べ
て
固
い
物
が

食
べ
に
く
い
」「
お
茶
や
汁
物
で

む
せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

お
口
に
は
、食
べ
る
・
話
す
・

笑
う
な
ど
、
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
と
て
も
大

切
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

お
口
の
手
入
れ
は
、
歯
の
病

気
を
予
防
し
、
飲
み
込
む
力
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
肺
炎
の

予
防
な
ど
全
身
の
健
康
を
保
つ

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

口
腔
訓
練
教
室
は
、
歯
科
医

師
に
よ
る
講
話
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
個
別
相
談
や
お
口
の
体

操
な
ど
を
行
い
、
飲
み
込
み
な

ど
の
嚥
下

え

ん

げ

機
能
や
お
口
の
機
能

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
室
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
、

教
室
終
了
後
も
自
主
的
に
集
ま

り
、
楽
し
く
介
護
予
防
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
転
倒
骨
折
予
防
教
室
Ｏ
Ｂ
会

転
倒
骨
折
予
防
教
室
の
修
了

者
が
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
や

地
域
の
公
民
館
で
、
転
ば
な
い

体
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
器
具
を
使
わ
な
い
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

四つ這いで階段を昇っていましたが、階
段の昇降が苦にならなくなり、洗濯物を
両手に持って昇れるようになりました。
（転倒骨折予防教室参加者） 

教室に楽しく参加し、以前より積極的にな
りました。仕事も始めました。教室をきっ
かけに書き始めた日記の量が日に日に多
くなっています。（脳活性化教室参加者） 

家の中に閉じこもってばか
りではいけないと思いました。
（脳活性化教室参加者） 

汁物などでむせることがあり
ましたが、お口の体操を行う
ことで、むせることが少なく
なり、食事が楽しくなりました。
（口腔訓練教室参加者） 

真っすぐ歩けるようになり、う
れしい。自転車でいろいろな所
へ出掛けたい。福祉ボランティ
アにも挑戦したい。（転倒骨折
予防教室参加者） 

調理方法などを教えてもらい、
食べられなかった食材が食べ
られるようになりました。体
重も増え、体力もついたよう
です。（栄養改善教室参加者） 

効果を実感！ 効果を実感！ 効果を実感！ 

地
域
で
楽
し
く
実
践
！

介
護
予
防
の
自
主
活
動

お口の体操

歯科医師の講話

◆
脳
活
性
化
教
室
Ｏ
Ｂ
会

脳
活
性
化
教
室
の
修
了
者
が
、

認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
て
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の

公
民
館
で
、
右
脳
の
刺
激
を
中

心
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
作
り
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

会
員
一
人
一
人
が
生
き
が
い

の
あ
る
老
後
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

室
内
ゲ
ー
ム
、
頭
の
体
操
、
健

康
に
関
す
る
教
養
講
座
な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
中
で
で
き
る
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
健
康
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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地
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審
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審
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の 
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平
成
17
年
11
月
１
日
の
市
町

村
合
併
に
伴
い
、伊
勢
・
二
見
・

小
俣
・
御
薗
の
各
地
区
に
地
域

審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
審
議
会
の
役

割
や
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
審
議
会
と
は
？

地
域
審
議
会
は
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
行
政
区
域
が
拡
大
す

る
こ
と
で
「
地
域
住
民
の
意
見

が
市
の
政
策
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
心

配
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
政
策
を
展
開
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
機
関
で
す
。

伊
勢
市
で
は
、
合
併
前
の
旧

市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
し
て
、

４
つ
の
地
域
審
議
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
委
員
は
、
公

共
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験

者
、
一
般
公
募
で
選
出
さ
れ
た

人
で
構
成
さ
れ
、
現
在
、
４
地

区
合
わ
せ
て
73
人
の
委
員
が
い

ま
す
。

●伊勢地区地域審議会（事務局：行政経営課）
1@15510、FAX@15522、アドレス gyousei-keiei@city.ise.mie.jp

●二見地区地域審議会（事務局：二見総合支所地域振興課）
1$21111、FAX$33754、アドレス fu-chiiki@city.ise.mie.jp

●小俣地区地域審議会（事務局：小俣総合支所地域振興課）

1@27858、FAX@23454、アドレス ob-chiiki@city.ise.mie.jp
●御薗地区地域審議会（事務局：御薗総合支所地域振興課）
1@20235、FAX@82404、アドレス mi-chiiki@city.ise.mie.jp

各地区地域審議会に関する問い合わせ先

地
域
審
議
会
の
役
割

地
域
審
議
会
で
は
、
市
長
か

ら
の
諮
問

し

も

ん

（
意
見
を
求
め
る
こ

と
）
を
受
け
、
新
市
建
設
計
画

の
変
更
や
進
行
状
況
に
関
す
る

こ
と
、
地
域
振
興
の
た
め
の
基

金
の
活
用
状
況
に
関
す
る
こ
と
、

総
合
計
画
の
作
成
・
変
更
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
審
議

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
項
を

取
り
上
げ
、
市
長
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
活
動
状
況

地
域
審
議
会
に
は
、
こ
れ
ま

で
、「
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
」

と
「
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）」

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
の
諮
問

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
諮
問
を
受
け
て
、
各
地

区
ご
と
に
地
域
審
議
会
が
開
催

さ
れ
、
地
区
の
実
情
を
踏
ま
え

た
活
発
な
意
見
交
換
・
審
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
総
合
計
画（
基
本

構
想
）」に
つ
い
て
は
、
す
で
に

審
議
が
終
了
し
、
各
地
区
の
地

域
審
議
会
か
ら
市
長
に
答
申
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
小
俣

地
区
地
域
審
議
会
か
ら
、
11
月

に
は
御
薗
地
区
地
域
審
議
会
か

ら
、
市
長
へ
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
地
区
の

地
域
審
議
会
で
は
、
随
時
審
議

会
を
開
催
し
、
諮
問
さ
れ
た
事

項
に
関
す
る
こ
と
や
、
市
の
政

策
な
ど
に
つ
い
て
、
勉
強
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
域
審
議
会
の
活
動

状
況
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:/
/
w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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松
く
い
虫
の
被
害

松
く
い
虫
は
、
全
国
的
に
広

ま
っ
て
い
る
松
の
伝
染
病
で
、

市
内
で
も
、
海
岸
線
の
松
林
な

ど
を
中
心
に
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

潮
風
の
影
響
な
ど
で
枯
れ
る

症
状
と
は
違
い
、
松
く
い
虫
の

被
害
を
受
け
た
松
は
、
樹
木
全

体
の
葉
が
赤
茶
色
に
変
色
す
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
症
状

は
、
科
学
的
に
は
「
マ
ツ
材
線

虫
病
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
の
正
体

松
く
い
虫
の
正
体
は
、
「
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
と
呼

ば
れ
る
、
体
長
１
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
線
虫

で
、
強
い
病
原
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
線
虫
は
、
自
分
で
は
別

の
木
に
移
動
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
」
に
寄
生
す
る
こ
と

に
よ
り
、
次
々
と
健
康
な
松
に

運
ば
れ
、
伝
染
し
て
い
き
ま
す
。

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

感
染
し
た
松
を
助
け
る
方
法

は
な
く
、
１
年
以
内
に
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
し
た

松
を
放
置
す
る
と
、
周
辺
の
松

に
急
激
に
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
早
期
に
適
正
な
処
理
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

海
岸
線
の
松
林
な
ど
、
公
益

的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
つ

い
て
は
、
市
が
予
防
・
駆
除
な

ど
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
個
人
が
所
有
す
る
松
に
つ

い
て
は
、
個
人
で
処
理
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
防
除
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
農
林
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マツ材線虫病により 
松が枯れる仕組み 

夏 

秋 冬 

春 

初 夏 

 

カミキリが小枝の皮を食べ
るときに体内から排出した
センチュウが侵入 

松の中でセンチュウが
増殖し、松が衰弱 

衰弱した松に、カミキリ
が産卵 

カミキリが羽化・脱出し、
センチュウを運ぶ 

カミキリが羽化・脱出するときに、
センチュウがカミキリに乗り移る 

松くい虫の被害を防ぐために 松くい虫の被害を防ぐために 
わたしたちの心や暮らしに深く結びついた松 

この大切な松が、松くい虫の被害にさらされています。 

わたしたちの心や暮らしに深く結びついた松 

この大切な松が、松くい虫の被害にさらされています。 

マツノザイセンチュウ

マツノマダラカミキリ

農林課（1@15570）

市が実施している被害対策

予
　
防

駆
　
除

●地上散布

動力噴霧
ふ ん む

器などを利用し

て、地上から健康な松に薬

剤を散布

し、カミ

キリを駆

除します。

●樹幹
じ ゅ か ん

注入

健康な松にあらかじめ薬

剤を注入しておき、侵入し

てきたセンチュウを駆除し

たり、増

殖を防ぎ

ます。

●伐倒
ば っ と う

駆除

被害を受けた松を切り倒

し、薬剤を掛けたり、いぶし

蒸したり（薫蒸
くんじょう

）して、カミ

キリの幼

虫を駆除

します。
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伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
（
伊

勢
保
健
所
）
に
は
、
犬
に
か
か

わ
る
苦
情
や
、「
犬
が
飼
え
な
く

な
っ
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
と
い
う
相
談
な
ど
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
よ
く
あ
る
相
談
の

中
か
ら
、「
飼
い
犬
が
自
宅
か
ら

逃
げ
て
し
ま
っ
た
」
場
合
の
対

処
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

左
図
の
よ
う
な
流
れ
で
、
飼
い

主
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
保
護

し
て
い
る
犬
の
中
か
ら
探
し
て

い
る
犬
が
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
飼
い
主
に
連
絡
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
連
絡
を

犬
の
首
輪
に
、
迷
子
札
・
犬
鑑

札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
が

付
い
て
い
れ
ば
飼
い
主
を
特
定

で
き
ま
す
が
、
札
が
付
い
て
い

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
保
健
所
や
警
察
に
連
絡
し

て
探
す
人
も
い
れ
ば
、
そ
の
う

ち
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考

え
、
１
週
間
以
上
様
子
を
見
て

か
ら
連
絡
す
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
札
が
な
く
、
飼
い

主
不
明
の
犬
が
保
健
所
に
収
容

さ
れ
た
場
合
、
抑
留
で
き
る
期

間
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
３
日

間
で
、
そ
の
後
、
安
楽
死
の
処

分
が
行
わ
れ
ま
す
。

飼
い
主
が
早
く
保
健
所
に
相

談
す
れ
ば
、
飼
い
主
の
も
と
に

帰
れ
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま

す
。
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

飼
い
主
の
責
任
で
す
ぐ
に
探
す

と
と
も
に
、
な
る
べ
く
早
く
保

健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
迷
い
犬
を
し
ば
ら

く
預
か
っ
て
お
く
の
で
、
飼
い

主
が
分
か
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
迷
い
犬
の
飼
い
主

探
し
に
協
力
し
て
く
れ
る
心
優

し
い
人
も
い
て
、
保
健
所
に
収

容
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
飼
い
主

の
も
と
へ
帰
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

伊勢保健福祉事務所衛生指導課（1@75151）

環境課（1@15541）

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

●

飼
い
犬
が
い
な
い
こ
と
に
気

付
い
た
ら
、
保
健
所
・
警
察
な

ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●

交
通
事
故
に
遭あ

う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
付
近
を
探
し

て
く
だ
さ
い

●

迷
子
札
・
犬
鑑
札
な
ど
を
付

け
て
く
だ
さ
い

●

雷
・
花
火
の
夜
は
、
飼
い
犬

が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
、
特
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

迷
い
犬
を
保
護
し
た
人
へ

●

犬
鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
が
付
い
て
い
た
ら
、
記
載

番
号
を
市
環
境
課
（
1
@1
５
５

４
１
）
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い

●

保
健
所
・
市
な
ど
へ
連
絡
す

る
と
き
は
、
犬
の
特
徴
、
保
護

日
時
・
場
所
な
ど
を
、
分
か
る

範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い

飼い犬が逃げてしまった場合の 

電話でのやりとりの例 

職　員 「はい、伊勢保健所です」 

飼い主 「昨日の雷が原因で、犬がいなくなった

のですが、保護されていないでしょうか？」 

職　員 「それでは、これからお聞きする内容に

ついてお答えください」 

　ここで、保健所の職員は、犬の

特徴（雑種か純血種か、毛色、性別、

年齢、大きさ、首輪の有無と色）、

失踪日時・場所、飼い主の住所・

氏名・電話番号を確認します。  

　これらの情報をもとに、保健

所に保護されている犬の記録や、

犬を保護し一時的に預かってい

る人の台帳を確認し、飼い主に

回答します。 

職　員 ①特徴の似た犬が保健所に保護されて

いる場合  

「お宅の犬に似た犬が保健所で保護され

ています。確認に来ていただき、お宅の

犬であると判明したら、手続きをしてか

ら返還します。返還手続きには、印鑑と

手数料3,500円が必要です」  

②特徴の似た犬を市内の人が一時的に

保護している場合  

「お宅の犬に似た犬を保護して預かって

くれている人がいます。一度、その人と

連絡を取ってご確認ください」 

③特徴の似た犬が台帳にない場合  

「残念ですが、お宅の犬に似た犬はいま

せん。台帳に記載し、今後、似た犬が保護

されれば連絡します」 

～迷い犬～

動物相談動物相談シリーズシリーズ

～迷い犬～



　大気汚染防止推進月間 　大気汚染防止推進月間 　大気汚染防止推進月間 
12月は 12月は 12月は 

冬
の
空
気
は
冷
た
く
て
澄
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
、
冬
は
最
も
空
気
が
汚
れ

や
す
い
季
節
で
す
。

１
年
間
の
う
ち
、
大
気
汚
染

物
質
の
一
つ
で
あ
る
窒
素
酸
化

物
の
濃
度
が
最
も
高
く
な
る
の

が
冬
、
特
に
12
月
で
す
。

「
大
気
汚
染
」
と
言
え
ば
、

少
し
前
ま
で
は
、
工
場
か
ら
出

る
煙
が
主
な
原
因
で
し
た
。

し
か
し
現
在
は
、
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
、
事
業
所
・
家
庭

の
暖
房
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素

酸
化
物
が
主
な
原
因
で
す
。

12
月
は
、
年
末
の
繁
忙
期
を

迎
え
て
自
動
車
の
交
通
量
が
増

え
、
ま
た
、
ビ
ル
や
家
庭
の
暖

房
も
フ
ル
稼
働
し
、
窒
素
酸
化

物
が
ど
ん
ど
ん
排
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
空
気
が
と
て
も

汚
れ
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

空
気
が
汚
れ
る
の
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
身
近
な
生
活
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
空
を
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
暖
房
は
控
え
め
に

暖
房
器
具
を
使
う
と
き
は
、

部
屋
を
暖
め
過
ぎ
た
り
、
人
が

居
な
く
な
っ
た
部
屋
に
暖
房
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

部
屋
の
温
度
を
１
度
下
げ
、

無
駄
を
な
く
せ
ば
、
そ
の
分
空

気
は
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

◆
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

を
実
行
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
が
走
っ
て
い
な
い
と

き
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ
放

し
（
ア
イ
ド
リ
ン
グ
）
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や

め
る
こ
と
に
よ
り
、
窒
素
酸
化

物
な
ど
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

簡
単
な
焼
却
炉
で
、
ご
み
を

焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
を
燃

や
す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発

生
し
、
ま
た
、
煙
や
悪
臭
な
ど

で
近
所
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
分
別
し
て
市
の
ご
み
収

集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
違
反
者
は
、
法
律
に

基
づ
き
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

農
家
が
稲
わ
ら
な
ど
を
焼

却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ

水
田
で
の
稲
わ
ら
の
焼

却
、
あ
ぜ
道
や
用
水
路
の
雑
草

を
刈
り
取
っ
て
焼
却
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
農
業

用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
雑
草

に
混
じ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

家
庭
か
ら
出
る
落
ち
葉
や

木
く
ず
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ

落
ち
葉
や
木
く
ず
な
ど
を

焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
煙
や
臭
い
が
近
所
の

迷
惑
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
市
の
ご
み

収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）環境課（1@15540）

冬
の
空
気
が

一
番
汚
れ
て
い
る
っ
て
本
当
？

ど
う
す
れ
ば

空
気
が
き
れ
い
に
な
る
の
？

な
ぜ
冬
は

空
気
が
汚
れ
や
す
い
の
？

屋外焼却が認められる主な事例 

政令で定める廃棄物の焼却 具体的な事例 

※認められているからといって、むやみに焼却してよ
いわけではありません。環境を第一に考えましょう。 

国または地方公共団体が

その施設の管理を行うた

めに必要な廃棄物の焼却 

・河川敷・道路敷の草焼き 

風俗習慣上または宗教上

の行事を行うために必要

な廃棄物の焼却 

・正月のしめ縄・門松など

をたく行事 

・塔婆の供養焼却 

震災・風水害・火災・凍

霜害そのほかの災害の予

防・応急対策・復旧のた

めに必要な廃棄物の焼却 

・災害などの応急対策 

・災害復旧のためのがれき

類の焼却 

・火災予防訓練 

・農作物の凍霜害を防ぐた

めの稲わらの焼却 

農業・林業・漁業を営む

ためにやむを得ないもの

として行われる廃棄物の

焼却 

・焼き畑、あぜの草や下枝

の処理 

・魚網にかかったごみの焼 

　却 

たき火や、そのほか日常

生活を営むうえで通常行

われる廃棄物の焼却であ

って軽微なもの 

・落ち葉たき 

・たき火 

・キャンプファイヤー 

● 

● 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 
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医
療
保
険
課

（
1
@1
５
５
５
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が 

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が 

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が 

始
ま
り
ま
す 

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
1
津

０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
０
）

が
、
被
保
険
者
の
資
格
の
管
理
、

被
保
険
者
証
の
発
行
、
保
険
料

の
決
定
、
医
療
費
の
給
付
な
ど

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
・
届
け
出
の
受

け
付
け
な
ど
の
窓
口
業
務
、
保

険
料
の
徴
収
は
市
が
行
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

保
険
料
は
広
域
連
合
が
決
定

し
、
保
険
料
の
徴
収
は
市
が
行

い
ま
す

●

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受

給
者
は
、
原
則
、
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
介

護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
た
場
合
な
ど
は
、
納
付
書
や

口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
納
付
）

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
75

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
医
療
制
度
は
、
現
行
の

老
人
保
健
医
療
制
度
に
か
わ
る

制
度
で
す
。

対
象
者

●

75
歳
以
上
の
人

●

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
人
で
、
制
度
に
加
入
す

る
人

※
75
歳
以
上
の
人
は
、
原
則
、

全
員
加
入
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に

75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
の
誕

生
日
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
が
運
営

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、
す
べ

て
の
市
区
町
村
が
加
入
す
る
広

域
連
合
が
運
営
し
ま
す
。

三
重
県
で
は
、
三
重
県
後
期
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市
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者

就
労
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ま

た
、
高
齢
者
の
能
力
の
活
用
と

福
祉
の
増
大
を
目
的
に
、
（社）
伊

勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
福

祉
の
受
け
手
」か
ら「
社
会
の
担

い
手
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

定
年
退
職
者
な
ど
の
高
齢
者
に
、

臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
発
注
し
た
い
人
、
入

会
を
希
望
す
る
人
は
、
最
寄
り

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
約

８
０
０
人
の
会
員

が
元
気
に
働
く
、
公
共
的
・
公

益
的
な
団
体
で
す
の
で
、
安
心

し
て
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
収
益
を
目
的
に
し
て

い
な
い
た
め
、
安
価
で
仕
事
を

引
き
受
け
て
い
ま
す
。

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す

人
で
す
。

●

市
内
に
在
住
し
て
い
る
、
原

則
60
歳
以
上
の
健
康
な
人
で
、

働
く
意
欲
が
あ
る
人

●

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
人

●

入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申

込
書
を
提
出
し
た
人
（
理
事
会

の
承
認
が
必
要
）

●

事
務
分
野
…
毛
筆
筆
耕

ひ

っ

こ

う

・
受

け
付
け
業
務
・
あ
て
名
書
き
な

ど●

技
能
分
野
…
植
木
の
手
入
れ
・

大
工
・
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど

●

折
衝
・
外
交
分
野
…
チ
ラ
シ

配
布
・
集
金
な
ど

●

管
理
分
野
…
施
設
管
理
・
駐

車
場
管
理
な
ど

●

サ
ー
ビ
ス
分
野
…
福
祉
援
助
・

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
な
ど

●

屋
内
外
の
一
般

作
業
…
公
園
の
清

掃
・
除
草
な
ど

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
知
識
や
経
験
を

生
か
し
て
こ
ん
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す

入
会
で
き
る
人

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
 

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
 

元
気
な
高
齢
者
が
働
く
 

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
1
@3
６
９
１
５
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
二
見
支
所
（
1
$3
０
０
３
３
）

（社）
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
俣
支
所
（
1
@0
５
４
３
１
）

問い合わせ先



老人保健医療制度と後期高齢者医療制度 
老人保健医療制度 

（平成20年3月31日まで） 
後期高齢者医療制度 
（平成20年4月1日から） 

対象者 

運営主体 

加入形態 

保険料の負担 

医療費の負担割合 

医療費の給付 

それまで加入していた
各医療保険を脱退し、
後期高齢者医療制度に
加入して医療を受ける 
※広域連合から、後期
高齢者医療の被保険者
証が交付されます。 

 
それぞれの医療保険に
加入しながら、市区町
村が行う老人保健で医
療を受ける 

広域連合 市区町村 

●75歳以上の人 
●65歳以上で一定の障がいがある人で、制度に加入する人 

 
広域連合が条例で定め
た保険料率により算定
した保険料を納付 

国民健康保険や社会保
険など、それぞれの保
険者へ保険料を納付（老
人保健医療制度として
は保険料の負担無し） 

療養の給付など 老人保健医療制度と同じ 

１割または３割 

75
歳
未
満
の
老
人
保
健

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定

の
障
が
い
が
あ
り
、
老
人
保
健

医
療
を
受
け
て
い
る
人
も
、原
則

と
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
の
意
思
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
医
療
保
険
課

か
ら
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

●

年
額
18
万
円
未
満
の
年
金
受

給
者
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す

※
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に
、

所
得
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
必

要
な
人
（
被
保
険
者
と
そ
の
世

帯
主
）
は
、
医
療
保
険
課
か
ら

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｎ
Ｅ

ネ

Ｓ
Ｔ

ス

ト

」
は
、
学
校
に
行
き
た
く

て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
の
学
校
外
の
居
場
所

と
し
て
、
教
育
研
究
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
い
、
人
と
人
と
が

か
か
わ
る
喜
び
を
感
じ
、
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
教

室
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
体
験
・
宿
泊
体

験
な
ど
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、

生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
教
室

は
、「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
伊
勢
」（
小
俣

総
合
支
所
・
３
階
）と
、「
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
沼
木
」（
上
野
町
）
の
２
カ

所
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
伊
勢
か
ら
は
、
町

並
み
や
山
々
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
学

習
や
興
味
の
あ
る
こ
と
に
取
り

組
み
、
ゲ
ー
ム
や
軽
い
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
沼
木
は
、
火
曜
日
・

金
曜
日
の
移
動
教
室
で
す
。
専

用
バ
ス
を
利
用
し
て
教
室
を
移

動
し
、
運
動
場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
、

畑
で
の
農
作
物
の
栽
培
な
ど
豊

か
な
自
然
の
中
で
の
体
験
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
は
、
体
調
不
良
や
気

に
な
る
行
動
と
し
て
表
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
絡

み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

学
校
へ
「
行
き
た
い
」
「
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思

っ
て
い
て
も
、
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
状
態
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
、

無
意
識
の
う
ち
に
自
分
を
守
ろ

う
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。

不
登
校
は
、
ど
の
子
ど
も
に

も
起
こ
り
得
る
こ
と
と
し
て
、

周
り
の
大
人
が
、
子
ど
も
か
ら

の
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
、
子
ど

も
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
内

に
秘
め
た
思
い
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
、
学
校
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
学
校
復
帰
や
社
会
的
自
立
支

援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
で
悩
ん
で
い
る
小
・

中
学
生
の
保
護
者
な
ど
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
と
は
、「
鳥
た

ち
の
巣
の
よ
う
に
安
心
し
て
落

ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
『
暖
か

い
』
場
所
」
と
い
う
意
味
で
す
。

や
が
て
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
い
ま
す
。

学校に行きたくても 
行けない子どもたち 
のために… 
 

学校に行きたくても 
行けない子どもたち 
のために… 
 

学校に行きたくても 
行けない子どもたち 
のために… 
 
教育研究所内・

教育支援センター

「NEST」（1@27901）
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※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
、「
広
報

い
せ
」
２
月
号
・
３
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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公
立
幼
稚
園

入
園
資
格

市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児

５
歳
児
…
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１

日
生
ま
れ

４
歳
児
…
平
成
15
年
４
月

２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１

日
生
ま
れ

３
歳
児
…
平
成
16
年
４
月

２
日
〜
平
成
17
年
４
月
１

日
生
ま
れ

申
し
込
み

12
月
３
日
（月）

〜
14
日
（金）
（
土
曜
日
・
日

曜
日
を
除
く
）・
午
後
１
時

〜
４
時
に
、
所
定
の
入
園

願
書
（
各
幼
稚
園
に
あ
り

ま
す
）
を
、
入
園
を
希
望

す
る
幼
稚
園
へ

※
詳
し
く
は
、各
幼
稚
園
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度 

幼
稚
園
の
入
園
児
を

幼
稚
園
の
入
園
児
を 

二
次
募
集

二
次
募
集 

幼
稚
園
の
入
園
児
を

幼
稚
園
の
入
園
児
を 

二
次
募
集

二
次
募
集 

幼
稚
園
の
入
園
児
を 

二
次
募
集 

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
１
）

公立幼稚園 

幼稚園名 所在地 電話番号 
5歳児 

神社港295-20 

村松町3280-6 

上地町1537-4 

楠部町2484 

小俣町本町1 

小俣町明野1481

#62631 

#74099 

@47077 

@46052 

@24902 

#81234

15人 

15人 

13人 

13人 

34人 

06人 

4歳児 
募集数 

17人 

15人 

16人 

18人 

10人 

― 

3歳児 

― 

― 

― 

― 

22人 

― 

神社幼稚園 

北浜幼稚園 

城田幼稚園 

四郷幼稚園 

小俣幼稚園 

明野幼稚園 

※豊浜東幼稚園・豊浜西幼稚園は、平成20年度から休園します。     
※早修幼稚園・沼木幼稚園は、引き続き休園します。 

私立幼稚園 

幼稚園名 所在地 電話番号 

久世戸町4 

船江2丁目2-29 

中島2丁目13-4 

岡本1丁目18-65 

岩渕1丁目6-32 

一之木1丁目8-3

@81565 

@35225 

@82438 

@84094 

@84420 

@85310 

 

修道幼稚園 

有緝幼稚園 

中島幼稚園 

明倫幼稚園 

常盤幼稚園 

まるこ幼稚園 

幼稚園名 所在地 電話番号 

八日市場町17-20 

宇治中之切町38-2 

黒瀬町562-13 

御薗町王中島23 

小俣町本町1336 

小俣町元町214-3

@84248 

@24550 

@27890 

@23480 

@20689 

@81121

神宮高倉山幼稚園 

神宮五十鈴川幼稚園 

双康幼稚園  

ゆたか幼稚園 

暁の星幼稚園 

和順幼稚園  

私
立
幼
稚
園

預
か
り
保
育
・
３
歳
児
の
途

中
入
園
・
２
歳
児
の
子
育
て
支

援
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

入
園
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
各
幼
稚
園
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど
、
社

会
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

●

市
民
の
生
活
状
態
を
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
に
把
握
す
る

●

市
民
か
ら
の
生
活
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、助
言
な
ど
を
行
う

●

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の

提
供
な
ど
を
行
う

●

社
会
福
祉
事
業
者
と
密
接
に

連
携
し
、
そ
の
事
業
ま
た
は
活

動
を
支
援
す
る

●

福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
行

政
機
関
の
業
務
に
協
力
す
る

●

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
活
動
を
行
う

皆
さ
ん
の
ま
ち
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
を

含
む
）
が
、
12
月
１
日
（土）
に
改

選
さ
れ
ま
す
。

改
選
後
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
つ
い
て
は
、
12
月
１
日

以
降
、
生
活
支
援
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
広

報
い
せ
」
２
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

社
会
に
奉
仕
す
る
精
神
を
も
っ

て
、
常
に
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
市
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
（
1
@1
５
５
５
７
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が 

改
選
さ
れ
ま
す

改
選
さ
れ
ま
す 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が 

改
選
さ
れ
ま
す

改
選
さ
れ
ま
す 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が 

改
選
さ
れ
ま
す 

12
月
１
日

月
１
日
（土）
に 

12
月
１
日

月
１
日
（土）
に 

12
月
１
日
（土）
に 
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知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

市
職
員
を
募
集

知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

市
職
員
を
募
集

市
で
は
、
「
障
害
者
の
雇
用

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
な
ど

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
知
的
障
が

い
者
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種

技
能
労
務
職
（
主

な
業
務
内
容
は
、燃
え
る
ご
み
・

資
源
物
の
収
集
補
助
な
ど
。
た

だ
し
、
業
務
内
容
は
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

採
用
予
定
人
員

１
人
程
度

受
験
資
格

地
方
公
務
員
法
第

16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
し

な
い
人
で
、
市
内
に
住
所
を
有

し
、
自
力
で
の
通
勤
が
で
き
、

介
助
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人（
外

国
籍
の
人
）
は
、
永
住
者
ま
た

は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
な
お
、
外
国
籍

の
人
は
採
用
後
、
公
権
力
の
行

使
ま
た
は
公
の
意
思
の
形
成
へ

の
参
画
に
携
わ
る
職
に
就
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
験
区
分

昭
和
48
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
で
、
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

申
し
込
み

11
月
26
日
（月）
〜
12

月
10
日
（月）
に
、
受
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

貼
付
の
上
、
住
民
票
（
本
人
の

み
）
１
通
・
療
育
手
帳
の
写
し

１
部
・
返
信
用
封
筒
（
住
所
・

氏
名
を
記
入
、
80
円
切
手
を
貼

付
し
た
も
の
）
２
通
を
添
え
て
、

受
験
者
本
人
が
、
持
参
ま
た
は

郵
送
（
12
月
７
日
（金）
の
消
印
有

効
）
で
、
職
員
課
（
〒
516
│

8601
岩

渕
１
丁
目
７
│

29
）へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
提
出
書
類

に
不
備
が
あ
っ
た
と
き
に
連
絡

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
必
ず

連
絡
先（
電
話
番
号
）を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
、

職
員
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

試
験
日

第
１
次
試
験
（
筆
記

試
験
・
面
接
試
験
・
実
技
試
験
）

…
12
月
22
日
（土）
、
第
２
次
試
験

（
実
地
試
験
）…
１
月
９
日
（水）
〜

16
日
（水）

採
用

平
成
20
年
４
月
１
日

給
与

伊
勢
市
技
能
労
務
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
支
給

職
員
課
（
1
@1
５
５
０
５
・
@1
５
５
０
６
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談
を

最
近
、
聞
く
に
耐
え
な
い
痛

ま
し
い
事
件
や
、
子
ど
も
の
虐

待
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ：

家
庭
内
暴
力
）

な
ど
の
問
題
が
あ
と
を
絶
た
ず
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
心
を

痛
め
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
極
め
て
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
。
ど
ん
な
に
小
さ

な
こ
と
で
も
、「
お
か
し
い
な
」

と
感
じ
た
ら
、
近
く
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
サ
イ
ン
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

は
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し

て
い
ま
す
。

周
り
の
大
人
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
の
変
化
に
気
付
き
、
地
域

全
体
で
見
守
る
こ
と
が
必
要
で

す
。子

ど
も
た
ち
の
次
の
よ
う
な

姿
に
気
付
い
た
ら
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●

お
ど
お
ど
し
た
り
、
表
情
が

乏
し
い

●

衣
服
な
ど
が
常
に
汚
れ
て
い

る
（
遊
ん
で
汚
れ
た
も
の
で
は

な
い
）

●

不
自
然
な
け
が
が
あ
る

●

親
や
家
族
を
避
け
よ
う
と
し

て
い
る
　
な
ど

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、
相
談

し
た
人
の
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を

果
た
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

住
民
意
識
が
変
化
す
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
活
動
し
に
く
い
状

況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
に
対
し
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
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第2回おばたふれあいまつり10
27

県営サンアリーナで環境リサイクルフェアが開催
され、約2万5000人の来場者でにぎわいました。
この行事は、環境保全やごみ減量化に対する市民
の皆さんの意識を高めていただくために、毎年開催
しているものです。
この日は、リサイクルポスター展の表彰式、有緝
小児童による合唱のほか、牛乳パックを使ったハガ
キ作り、アクリルたわし作りなどの体験コーナーも
あり、訪れた親子連れは楽しく環境の大切さを学び
ました。

県営サンアリーナで地場産業展が開催され、伊勢

春慶・伊勢一刀彫などの伝統工芸品や、職人の技で

丹精込めて作られた家具・建具・表具、市内の企業で

製造されている地元の製品などが展示されました。

また、昔懐かしい伊勢玩具で遊べるコーナーも設

けられ、子どもたちは、お父さんやお母さんたちに教

えてもらいながら、伝統の遊びを楽しんでいました。

外宮参道で、「伊勢楽市」が開催されました。

会場には、伊勢志摩地域の特色ある地場産品が一

同に集まり、大勢の家族連れなどでにぎわいました。

今回の楽市では、伊勢市と都市間連携を進める津

市や、神宮式年遷宮の御用材を切り出す長野県上松

町の特設コーナーも設けられ、来場者は、普段は触

れる機会の少ない他地域の特産品に興味を注いでい

る様子でした。

8

小俣農村環境改善センターと小俣図書館で、伊勢

市ボランティア連絡協議会小俣支部の主催により、

「おばたふれあいまつり」が行われました。

このまつりは、小俣町を活動拠点とするボランテ

ィア団体などが中心となって企画・運営されている

もので、今年で２回目の開催となります。

参加した22団体は、日々の活動を実践したり、パ

ネルで展示したりと、会場を訪れた皆さんと和気あ

いあいと時間を過ごしました。

環境リサイクルフェア10
21

地場産業展11
3・4

8 伊勢楽市11
10・11



宮川ラブリバー公園で、「御薗ラブリバーふれあ

い祭り」が開催されました。

この日は、御薗地区オリジナルの「御薗ソーラン」

の曲をアレンジして踊る「御薗ソーランコンテスト」

などのステージイベントや、ポニーの乗馬、木工い

すなどを作る「夢の創作展」など、さまざまな催し

が行われ、たくさんの人でにぎわいました。

また、夜には勇壮な手筒花火が行われ、祭りを締

めくくりました。

17 平成19年12月号

さつまいも収穫体験会

みんなで芋掘り！

二見浦保育園の３～５歳児120人が、みんなで力

を合わせて芋掘りをしました。

今年６月に自分たちで種芋を植え、その成長を楽

しみにしてきたもので、園児たちは「イモが大きく

なっとる！」「このイモ、かじられとる」など、作

物の成長のすごさと、その周りで生息する動物たち

のたくましさを体感していました。

収穫したさつまいもは、「工房そみん」との交流

会で焼き芋にして、みんなでおいしく食べます。

御薗町王中島の畑で、御薗小学校ＰＴＡ主催の

「さつまいも収穫体験会」が開催されました。

児童と保護者約200人が参加し、今年６月に自分

たちで植えたさつまいも約500個を収穫しました。

収穫したさつまいもは、その場で水洗いし、焼き

芋にしておいしく食べました。

まちの話題
御薗ラブリバーふれあい祭り10

20
10
13

10
30伊勢ヨイ夜ナ10

28

五十鈴川河畔と内宮おはらい町一帯で、灯り行事
「伊勢ヨイ夜ナ」が開催されました。
今年で3年目を迎えたこの行事は、毎年たくさん

の人々が訪れる秋の恒例行事となっています。
今年は、10月26日～28日の3日間の開催が予定さ
れていましたが、天候に恵まれず、28日のみの開催
となりました。
この日は、少し肌寒い夜となりましたが、約5,000
個のろうそくが点灯され、付近一帯はあたたかい灯
りで包まれました。
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る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

中
の
厳
重
な
情
報
統
制
が
行
わ

れ
て
い
る
中
で
発
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
中
央
気
象
台
が
作
成
し

た
報
告
書
に
「
極
秘
」
の
文
字

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

わ
ず
か
63
年
前
に
発
生
し
た
地

震
で
す
が
、
今
も
な
お
、
東
南

海
地
震
の
全
体
像
は
十
分
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
の
数
少
な
い
県
内
の
記

録
の
中
に
、
「
揺
れ
が
３
分
以

上
続
い
た
」
「
机
の
上
の
物
が

飛
び
上
が
っ
た
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
東
南
海
地
震
を
体
験
し

た
人
で
な
け
れ
ば
想
像
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。

「
次
の
巨
大
地
震
」
は
、
今
世

紀
前
半
に
は
ほ
ぼ
確
実
に
発
生

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
一
つ
前
の
地
震
」の
教
訓
を
後

世
に
伝
え
、
将
来
の
地
震
に
備

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

63
年
前
の
昭
和
19
年
12
月
７

日
、
伊
勢
市
を
大
き
く
揺
ら
す

巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

後
に
「
東
南
海
地
震
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
地
震
に
よ
り
、
市

内
で
は
、
10
人
が
亡
く
な
り
、

１
６
０
０
棟
を
超
え
る
住
宅
が

全
半
壊
し
ま
し
た
。

大
湊
町
で
は
、
地
震
発
生
か

ら
約
20
分
後
に
、
約
２
メ
ー
ト

ル
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
市
内

全
体
で
１
５
０
棟
を
超
え
る
住

宅
が
流
失
し
た
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
熊
野
灘な

だ

沿
岸
に
は
、

地
震
発
生
後
、
短
時
間
の
う
ち

に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

第
１
波
が
治
ま
っ
た
後
、
家
財

を
取
り
に
家
へ
戻
っ
た
人
た
ち

が
、
そ
の
直
後
に
来
た
津
波
に

の
み
込
ま
れ
、
多
く
の
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
震
は
、
太
平
洋
戦
争

一
つ
前
の
地
震

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

10
月
30
日
（火）
〜
11
月
４
日
（日）
、
観
光
文
化
会
館
で
「
伊
勢
市
美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
３
賞
の
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

時流2007-10
（絵画・デザイン）

無言の森
（写真）

馬中錫詩
（書）

大軍鶏
（立体造形）

緋襷花器「炎」
（美術工芸）

伊勢市美術展覧会の入賞作品（上位3賞）　　　　　　　  （敬称略） 
部　門 作品名 賞　名 氏　名 住　所 

時流2007-10 

ヨサコイ 

仮想の楽園 

無言の森 

初夏のメロディー 

ベスト ジャンプ 

馬中錫詩 

五言絶句 

百人一首 

大軍鶏 

孫・悠理 

木望 

緋襷花器「炎」 

栃拭漆盛皿・逆巻く怒涛 

やぶ椿 

じりゅう 

 

 

 

 

 

ばちゅうしゃくし  

 

 

お お し ゃ も  

　　　　　ゆ う り  

き ぼ う  

ひだすき 

とちふきうるしもりざら　　　　 

写真 

 

 

書 

 

 

立体造形 

 

 

美術工芸 

絵画・ 

デザイン 

度会郡南伊勢町 

楠部町 

藤里町 

志摩市阿児町 

志摩市志摩町 

志摩市阿児町 

久世戸町 

志摩市阿児町 

御薗町新開 

度会郡玉城町 

村松町 

中須町 

大倉町 

常磐１丁目 

志摩市大王町 

市 長 賞  

市議会議長賞 

教育委員会賞 

市 長 賞  

市議会議長賞 

教育委員会賞 

市 長 賞  

市議会議長賞 

教育委員会賞 

市長賞・橋本平八賞 

市議会議長賞 

教育委員会賞

市 長 賞  

市議会議長賞 

教育委員会賞 

奥村安久 

宮原暁子 

増田典彦 

大屋秀敏 

山本まゆみ 

西井寛一 

　尾珠美 

中村盾臣 

戸上しづ 

中村勝己 

竹内繁行 

北川勝己 

佐波　稔 

木下　達 

石野みきよ 

高 
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人権シリーズ（№23） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
12
月

10
日
、
国
連
総
会
は
「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
、
そ
の
２

年
後
に
12
月
10
日
を
「
人
権
デ

ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
な
ど
に

記
念
行
事
の
開
催
な
ど
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、１
９
４
９（
昭

和
24
）年
か
ら
、毎
年
12
月
４
日

〜
10
日
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
59
回
目
の
人
権
週

間
で
、「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の

人
権
意
識
〜
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

〜
」
な
ど
を
訴
え
る
行
事
や
催

し
が
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま

す
。市

は
毎
年
、
人
権
週
間
に
ち

な
ん
で
、
人
権
講
演
会
・
人
権

尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
の

行
事
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び

掛
け
る
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

あ
り
ま
す
。そ
の
ど
れ
も
が
、わ

た
し
た
ち
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

社
会
の
一
員
と
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
、
人
権
週
間
を

き
っ
か
け
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

人
権
講
演
会

と
き

12
月
９
日
（日）
、
午
後
２

時
25
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

講
演
「
ひ
と
り
芝
居

地

面
の
底
が
ぬ
け
た
ん
で
す
〜
あ

る
ハ
ン
セ
ン
病
女
性
の
不
屈
の

生
涯
〜
」
結ゆ

い

純
子
さ
ん（
女
優
）、

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰

式問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
課
（
1
@2
７
８
９
５
）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

と
き

①
12
月
９
日
（日）
・
正
午

〜
午
後
５
時
、
②
12
月
11
日
（火）

〜
20
日
（木）

※
②
の
時
間
は
、
伊
勢
図
書
館

の
開
館
時
間
中
で
す
。
た
だ
し
、

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終

日
は
正
午
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
②
伊
勢
図
書
館

※
人
権
講
演
会
の
と
き
に
、
秀

作
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

街
頭
啓
発
活
動

と
き

12
月
７
日
（金）
、
午
前
11

時
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ジ

ャ
ス
コ
伊
勢
店
、
ぎ
ゅ
ー
と
ら

（
ハ
イ
ジ
ー
店
・
二
見
店
・
小
俣

店
）、
伊
勢
み
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

山
田
羽
書
は
、
17
世
紀
の
初

め
、
商
業
が
発
達
し
た
伊
勢
山

田
地
方
の
商
人
が
、
江
戸
幕
府

が
発
行
す
る
銀
貨
と
引
き
換
え

る
た
め
に
発
行
し
た
私
札
（
預

か
り
手
形
の
一
種
）で
、日
本
で

最
初
に
流
通
し
た
紙
幣
で
す
。

羽
書
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、

小
額
の
紙
幣
を
意
味
す
る
「
端は

書が

き

」
か
ら
転
じ
た
と
す
る
説
が

有
力
で
す
。

重
く
て
か
さ
ば
る
貨
幣
を
、

小
額
の
釣
り
銭
に
ま
で
使
う
の

は
不
便
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

羽
書
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
は
、
商
人
が
個
人

的
に
発
行
し
た
も
の
で
し
た
が
、

そ
の
管
理
は
、
早
く
か
ら
山
田

三
方

さ

ん

ぽ

う

と
い
う
自
治
組
織
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

山
田
羽
書

は

が

き

山田羽書

育
て
よ
う

一
人
一
人
の
人
権
意
識

12
月
４
日
（火）
〜
10
日
（月）
は

人
権
週
間

江
戸
幕
府
は
、
18
世
紀
末
の

「
寛
政

か

ん

せ

い

の
改
革
」で
、
私
札
の
使

用
を
禁
止
し
、
正
貨
の
流
通
促

進
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

山
田
羽
書
は
、
山
田
奉
行
所
か

ら
特
別
に
使
用
を
許
可
さ
れ
、

１
８
７
５（
明
治
８
）年
に
廃
止

さ
れ
る
ま
で
、
絶
え
る
こ
と
な

く
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
羽
書
に
は
、
発
行
者
の

名
前
や
印
と
と
も
に
、
例
え
ば

「
一
匁
預

い
ち
も
ん
め
あ
ず
か
り

」
な
ど
の
よ
う
に
、
交

換
で
き
る
銀
貨
の
金
額
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
で
は
、
江
戸
時

代
後
期
〜
明
治
時
代
に
実
際
に

使
わ
れ
て
い
た
山
田
羽
書
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
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と
き

12
月
20
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

12
月
４
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

こ
れ
な
ら
で
き
る
！

低
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食

と
き

12
月
17
日
（月）
、
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員

70
人
（
先
着
順
）

料
金

１
２
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み

12
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 

健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

子
宮
が
ん
検
診

毎
日
の
食
生
活
で
、
食
べ
過

ぎ
や
栄
養
の
偏
り
が
気
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

健
康
で
き
れ
い
な
体
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
食
生
活
は

大
切
で
す
。

気
軽
に
で
き
る
低
カ
ロ
リ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
食
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

と
き
・
内
容
・
持
ち
物
・
参
加
費

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
両
日
と

も
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

11
月
28
日
（水）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

低カロリー・バランス食
と　き 参加費内　容

なし

栄養士講話

「低カロリー・バランス食を

知りましょう」

300円

持ち物

なし

エプロン

三角巾

調理実習

「つくってみよう！

簡単バランス食」

〈１日目〉
12月11日（火）
13：30～15：00

〈２日目〉

12月19日（水）

10：00～13：00

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

し
て
、
ご
み
の
資
源
化
へ
の
勧

め
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
な

ど
を
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
一
部
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、

い
ろ
い
ろ
と
気
付
く
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

小
・
中
学
生
が
描
い
た
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ
ー
の
上
位

入
賞
作
品
が
、
10
月
21
日
（日）
に

開
催
さ
れ
た
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
、
家

電
製
品
の
不
法
投
棄
や
ご
み
問

題
が
地
球
に
及
ぼ
す
影
響
、
そ

平成19年度環境リサイクルポスター優秀作品（敬称略）

河北亜希
（宮川中２年）

説田守仁
（厚生中３年）

福本理紗
（五十鈴中３年）

西川怜
（進修小６年）

冨内里香
（有緝小４年）

家城未雅
（有緝小２年）

市長賞 議長賞 教育委員会賞
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主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

二見老人福祉センター 12月 4日 （火） 

12月 11日 （火） 中央保健センター 9：30～11：00

ハートプラザみその 12月 18日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター 12月 25日 （火） 

小俣保健センター 

成人健康相談 

9：30～11：00

中央保健センター 

12月 5日 （水） 

13：00～15：00

13：30～14：30

12月 6日 （木） 

13：00～15：00

ハートプラザみその 12月 11日 （火） 

8：45～11：00

中央保健センター 

12月 20日 （木） 

成人栄養相談（要予約） 

17：30～19：00

二見総合支所福祉健康課 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

小俣保健センター 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

13：00～15：00 中央保健センター 健康課 

健康課 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

12月 6日 （木） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（12月11日） 

こころの健康相談（要予約） 12月 27日 （木） 

@7

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

健康づくり通信 健康づくり通信 

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

12月11日（火）

12月15日（土）

12月19日（水）

12月21日（金）

12月26日（水）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

二見公民館

ハートプラザみその

福祉健康センター

35人

30人

30人

30人

30人

乳
が
ん
検
診

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

お
せ
ち
料
理

参
加
費

１
０
０
０
円
（
当
日

持
参
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き

12
月
17
日
（月）
、
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
45
人
、
②
50
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

12
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、授
乳
中
・

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避
け
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

12
月
４
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～ 
　土曜日 

日曜日 
祝　日 

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合（
急

病
に
な
っ
た
と
き
、
救
急
車
を

呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
す

ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い
と
き
な

ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医

療
ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.q
q
.p
re
f.

m
ie
.jp
/

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
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図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日（12月29日を除く）、午後２時

30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き 12月27日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き 12月９日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「命を見つめて～日野原重明と瀬戸内寂聴

の対話～」

と　き 12月16日（日）、午後２時～３時

ところ ２階・視聴覚室

対　象 小学生

内　容 しかけのあるカードを作ります

定　員 20人（先着順）

申し込み 12月１日（土）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

と　き 12月23日（祝）、①午前10時～・②午後１時

30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 ①「まどから☆おくりもの」ほか、②「ポー

ラー・エクスプレス」（日本語吹き替え版）

と　き 12月24日（振休）、午後２時30分～

ところ ２階・視聴覚室

対　象 小学生

内　容 クリスマスにちなんだ読み聞かせをします

定　員 50人（先着順）

申し込み 12月８日（土）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

★たんぽぽおはなし会 12月８日（土）、午後３時～
★赤ちゃんおはなし会 12月13日（木）、午前11時～
★ピッポの会・紙芝居 12月16日（日）、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き 12月23日（祝）、午後３時～
ところ １階・おはなしのへや
対　象 ３歳～小学生（工作教室は、小学生未満は

保護者同伴）
内　容 クリスマスにちなんだお話と、クリスマス

ツリーの飾りを作る工作をします

と　き 12月15日（土）、午後２時～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 「オー・ブラザー！」

と　き 12月22日（土）、午後２時～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 人形ファンタジー「くるみ割り人形」

公演日 平成20年２月17日（日）
対　象 市内在住の小学生で、練習に参加できること
内　容 オリジナル脚本による舞台劇に出演します
定　員 40人（先着順）
申し込み 12月９日（日）・午前９時から、直接同館へ

（電話・ファクスは不可）
〈練習〉
と　き 平日の夜間および土曜日（週３回程度）
ところ ２階・ホール
※保護者による送迎が必要です。
※保護者に、簡単な舞台衣装を作ってもらう場合が
あります。

★クリスマスってなあに？
クリスマスの由来からクリスマスケーキの作り方
まで幅広く紹介します
★お正月を迎えよう
大掃除の仕方からおせち料理の作り方まで幅広く
紹介します

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

午前９時～午後７時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

映画上映会

図書館工作「しかけカード作り」

冬休み子ども映画会

クリスマスおはなし会

おはなし会

開館時間 開館時間

上映会

クリスマスおはなし会＆工作教室

今月の特集コーナー

クリスマス上映会

児童創作劇の出演者を募集

12月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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日
（土）
〜
１
月
３
日
（木）
を
除
く
）、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

郷
土
資
料
館

内
容

県
下
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る

縄
文
時
代
の
集
落
跡
「
佐
八
藤
波
遺
跡
」

で
採
集
さ
れ
た
石
器
類
を
中
心
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
考
古
資
料
に
よ
り
、
太
古

の
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

入
館
料

大
人
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
80
円（
常
設
展
共
通
、団
体

割
引
あ
り
）

※
た
だ
し
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
家

庭
の
日
」
で
無
料
で
す
。

新
成
人
の
つ
ど
い

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
@2
７
８
９
３
）

尾
崎
咢
堂

が
く
ど
う

記
念
館
特
別
企
画
展

〜
発
見
し
よ
う
　
書
の
中
に
託
さ
れ
た
も
の
を
〜

書
に
込
め
た
・
人
間
咢
堂
の
想
い

尾
崎
咢
堂
記
念
館
（
1
@2
３
１
９
８
）

講
座
講
座

と
き

平
成
20
年
１
月
27
日
（日）
（
荒
天

の
場
合
は
２
月
11
日
（祝）
に
延
期
）

と
こ
ろ

二
見
町
内

参
加
資
格

①
〜
④
市
内
の
小
・
中
学

生
、
⑤
小
学
１
年
生
〜
４
年
生
と
そ
の

保
護
者

種
目

①
小
学
１
・
２
年
生
…
１
㎞

②
小
学
３
・
４
年
生
…
1.5
㎞

③
小
学
５
・
６
年
生
…
２
㎞

④
中
学
生
…
４
㎞

⑤
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
…
1.5
㎞

定
員

①
②
③
各
40
人
程
度
、④
１
２
０

人
程
度
、
⑤
40
組
程
度
（
い
ず
れ
も
先

着
順
）

申
し
込
み

12
月
10
日
（月）
〜
１
月
11
日

（金）
に
、
申
し
込
み
用
紙
（
市
内
の
小
・

中
学
校
で
配
布
）
を
同
課
へ

と
き

平
成
20
年
２
月
29
日
（金）
ま
で（
月

曜
日〔
た
だ
し
、月
曜
日
が
祝
日
・
休
日

の
場
合
は
翌
日
〕、12
月
29
日
（土）
〜
１
月

３
日
（木）
を
除
く
）、午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ

尾
崎
咢
堂
記
念
館
・
展
示
室

情
報
コ
ー
ナ
ー

内
容

同
館
初
公
開
と
な
る
咢
堂
直
筆

の
書
な
ど
を
、
説
明
文
を
添
え
て
公
開

し
ま
す

入
館
料

大
人
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
80
円
（
常
設
展
共
通
、
団

催
し
物

催
し
物

と
き

平
成
20
年
１
月
13
日
（日）
、
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）

対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内
在
住
の

人
（
帰
省
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

持
ち
物

案
内
は
が
き
（
12
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
）

※
周
辺
道
路
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
８
日
（土）
〜
平
成
20
年
２
月

24
日
（日）
（
月
曜
日〔
た
だ
し
、月
曜
日
が

祝
日
・
休
日
の
場
合
は
翌
日
〕、12
月
29

二見ふれ愛マラソン

二見総合支所地域振興課

（1$21111）

冬
期
研
修
講
座

教
育
研
究
所
（
1
@2
７
９
０
０
）

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
で
娘
を
亡
く
し

た
講
師
の
「
娘
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
活
動
」
を
通
し
て
、
い
じ
め
の
な
い

社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き

12
月
27
日
（木）
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

講
演
「
い
じ
め
っ
て
何
で
す
か
？

〜
い
じ
め
に
対
す
る
大
人
の
認
識
を
考

え
る
〜
」
小
森
美
登
里
さ
ん
（
ジ
ェ
ン

ト
ル
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
）

申
し
込
み

12
月
21
日
（金）
ま
で
に
、
電

話
で
同
所
へ

〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

体
割
引
あ
り
）

※
た
だ
し
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
家

庭
の
日
」
で
無
料
で
す
。

郷
土
資
料
館

特
別
展

考
古
資
料
に

み
る
伊
勢
の
巨
大
縄
文
集
落

〜
佐
八
藤
波
遺
跡
と

西
村
忠
之
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
４
）

石皿と磨石
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と
こ
ろ

小
俣
公
民
館
・
第
１
会
議
室

内
容

平
成
20
年
９
月
に
開
設
予
定
の

中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
つ
い
て
、

調
理
業
務
を
委
託
す
る
事
業
者
を
、
公

開
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
提
案
）方
式
に
よ

り
選
考
し
ま
す

確
定
申
告
な
ど
で
認
め
ら
れ
る
所
得

控
除
の
う
ち
、
障
害
者
控
除
と
医
療
費

控
除
（
お
む
つ
代
に
か
か
る
も
の
）
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
控
除

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で

も
、
市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
確
定
申
告
書
な
ど
に

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
（
お
む
つ
代
に
か
か
る
も
の
）

お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と

し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
、
お
む
つ
代
の

領
収
書
と
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
（
寝

た
き
り
の
状
態
で
、
治
療
上
お
む
つ
の

使
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
医
師
の
証

明
書
）
が
必
要
で
す
。

２
年
目
以
降
は
、
お
む
つ
使
用
証
明

書
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行
す
る
「
主

治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認
書
」
を
確

定
申
告
書
な
ど
に
添
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
確
認
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
そ
の
年
中
に
記
載
さ
れ
た

主
治
医
意
見
書
が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み

印
鑑
を
持
参
の
上
、同
課
・

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
・
各
支
所
へ

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」「
主

治
医
意
見
書
記
載
事
項
確
認
書
」
は
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
資
料
に
基
づ

い
て
発
行
す
る
た
め
、
資
料
が
な
い
場

合
や
資
料
の
記
載
内
容
が
基
準
に
満
た

な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

調
理
業
務
委
託
事
業
者
の
選
考
会

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
２
）

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除
・

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

介
護
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
７
）

市
は
、
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
お
か

げ
バ
ス
）
と
三
重
交
通
の
路
線
バ
ス
で

利
用
で
き
る
寿
バ
ス
乗
車
券
（
回
数
券

４
０
０
０
円
分
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

使
用
し
な
か
っ
た
寿
バ
ス
乗
車
券
の

残
券
は
、
更
新
手
続
き
の
際
に
、
表
紙

と
一
緒
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
、
転
出
・
死

亡
な
ど
に
よ
り
寿
バ
ス
乗
車
券
が
不
用

に
な
っ
た
場
合
も
、
速
や
か
に
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
交
付
し
て
い
る
寿
バ
ス

乗
車
券
の
利
用
期
限
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
（月）
で
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

忘
れ
ず
に
連
絡
を

課
税
課
固
定
資
産
税
係
（
1
@1
５
５
３
３
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

不
用
と
な
っ
た
寿
バ
ス
乗
車
券

（
回
数
券
）
は
返
還
を

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
・
家
屋
を

所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
人
、
売
買
や
相

続
な
ど
に
よ
る
未
登
記
家
屋
の
名
義
変

更
を
し
て
い
な
い
人
は
、
12
月
28
日
（金）

ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
審
査
会
入
賞
作
品
の
展
示
会

と
き

12
月
１
日
（土）
〜
４
日
（火）

と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
伊
勢
店
・
２
階
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
（
休
憩
所
付
近
）

内
容

市
の
審
査
会
入
賞
作
品
（
特
選

25
点
・
入
選
20
点
）
を
展
示

県
の
審
査
会
入
賞
作
品

市
の
審
査
会
で
特
選
と
な
っ
た
25
点

の
う
ち
、
県
の
審
査
会
で
入
賞
し
た
作

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

特
選

●

橋
本
紗
弥
子
（
明
倫
小
５
年
）

入
選

●

櫻
谷
玲
衣
（
大
湊
小
１
年
）

●

小
林
夏
（
明
野
小
２
年
）

●

木
賢
汰
（
小
俣
小
４
年
）

●

村
田
宝
香
（
宮
山
小
４
年
）

●

森
茉
莉
（
皇
學
館
高
１
年
）

●

中
東
里
紗
（
皇
學
館
高
２
年
）

と
き

12
月
23
日
（祝）
、
午
前
９
時
〜
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司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
に
関
す
る
無
料
相
談

広
報
広
聴
課
（
1
@1
５
５
１
５
）

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

南
勢
志
摩
児
童
相
談
所（
1
@7
５
１
４
３
）

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
１
０
）

12
月
20
日
（木）
か
ら
、
毎
月
１
回
、
司

法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
）
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き

毎
月
第
３
木
曜
日
、
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
前

11
時
ま
で
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
館
・
２
階
第
１
会

議
室

定
員

４
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

相
談
日
当
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
で
広
報
広
聴
課
へ

子
ど
も
は
、
親
の
深
い
愛
情
に
守
ら

れ
な
が
ら
、
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
親
の
死
亡
や

病
気
、
ま
た
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
親
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

里
親
と
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
を
込

め
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は
、
児
童
相
談
所
へ

申
請
し
、
里
親
と
し
て
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
相
談
所
が
子
ど
も
を
里

親
に
委
託
す
る
場
合
、
子
ど
も
の
生
活

費
と
里
親
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
人

や
、
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

は
、
同
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

徳川山町会

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

総
務
課
（
1
@1
５
５
２
１
）

平
成
17
年
度
に
施
行
さ
れ
た
個
人
情

報
保
護
法
に
よ
り
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
行
う

こ
と
を
定
め
て
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
や
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
簿
作
成
や
個
人
情
報
の
管
理
な
ど

に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
同

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

解
雇
・
退
職
勧
奨
・
配
置
転
換
・
い

じ
め
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
職
場
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
総
合
労
働
相
談
・

民
事
判
例
な
ど
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
・

三
重
紛
争
調
整
委

員
会
に
よ
る
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
を
選
挙
す
る
た
め

の
選
挙
人
名
簿
を
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
調
製
し
ま
す
。

名
簿
に
登
載
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
現
在
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
12
月
中
旬
以
降
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、

平
成
20
年
秋
頃
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
請
書
提
出
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
1
@1
５
６
３
８
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●

徳
川
山
町
会

視
聴
覚
機
器
購
入

●

川
端
町
会

太
鼓
購
入

●

坂
東
自
治
会

太
鼓
購
入

坂東自治会 川端町会

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）
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ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 未定 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（12月） 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 

※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し

ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ

ジェストを放送します。 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

市議会放送 

　（放送日：12/16～31） 
■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

11/26～12/2 

12/3～9 

12/10～16 

12/17～23 

12/24～30 

12/31～1/6

 ● 人権週間 

 ● 全国夫婦岩カレンダー 

 ● 夫婦岩の月の出 

 ● 初参り観光交通対策 

 ● 休日・夜間応急診療所 

 ● 休日・夜間応急診療所 

　市議会12月定例会本会議を、会議があ
った日の翌日の午後２時と午後７時から
放送します。 
※１回の放送時間が５時間以上となる場
合は、２回目の放送開始時刻が変更にな
ります。 

■お知らせ 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

分 番組 

12/3～9 

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

このまちの昭和 

iTVニュース 

伊勢志摩の特産品 

鳥羽水族館　新・水の惑星紀行 

分 番組 

12/10～16

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

探歩々隊 

スポーツで遊ぼう！ 

iTVニュース 

PET☆PET 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

12/17～23

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

12/24～30

0 

30 

40 

0 

20 

30 

42

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年10月結果 2.0 1.7 1.7 1.1

1.8 4.5 2.6 0.8

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年10月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（10月15日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きい
ほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される
酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

一
級
河
川
宮
川
の
情
報

中
部
地
方
整
備
局
三
重
河
川
国
道
事
務

所
宮
川
出
張
所
（
1
@5
１
０
１
８
）

監
理
課
（
1
@1
５
５
８
０
）

中
部
地
方
整
備
局
三
重
河
川
国
道
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

:/
/
w
w
w
.

c
b
r.m
lit.g
o
.jp
/
m
ie

）に
は
、「
宮
川
床

上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
概
要
」

や
「
宮
川
通
信
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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年末年始の業務案内 年末年始の業務案内 年末年始の業務案内 
年末年始による休業日 定休日 

月・木地区 

火・金地区 

燃えるごみ月・木地区 

燃えるごみ火・金地区 

 

 

高向、新高1、新高2･3･4･5県道沿い地区 

長屋、王中島、新開、上條、小林地区 

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八 

宮本、沼木、大湊 

北浜 

生涯学習センターいせトピア 

東豊浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所本館・各総合支所 

小俣北部保健福祉会館 

月・木地区 

火・金地区 

燃えるごみ月・木地区 

燃えるごみ火・金地区 

 

 

高向、新高1、新高2･3･4･5県道沿い地区 

長屋、王中島、新開、上條、小林地区 

伊勢中央、宇治、船江、中島、城田、佐八 

宮本、沼木、大湊 

北浜 

生涯学習センターいせトピア 

東豊浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所本館・各総合支所 

小俣北部保健福祉会館 

市役所・各総合支所・各支所 

燃えるごみの収集 

金属・その他の収集 
（旧伊勢市） 

金属・その他の収集 
（二見町・小俣町） 

金属・その他の収集 
（御薗町） 

資源回収ステーション 
（旧伊勢市） 

二見美化センター 

小俣資源物拠点集積所 

清掃工場 

リサイクルプラザ 

伊勢廃棄物投棄場 

二見廃棄物投棄場 

小俣廃棄物投棄場 

御薗廃棄物投棄場 

し尿くみとり 

火葬場（斎場） 

やすらぎ公園 

離宮の湯 

自動交付機 

伊勢総合病院 

23 
日 
(祝)

24 
日 
(休)

25 
日 
(火)

８ 
日 
(火)

26 
日 
(水)

27 
日 
(木)

28 
日 
(金)

12月 平成20年１月 
29 
日 
(土)

30 
日 
(日)

31 
日 
(月)

１ 
日 
(祝)

２ 
日 
(水)

３ 
日 
(木)

９ 
日 
(水)

10 
日 
(木)

４ 
日 
(金)

５ 
日 
(土)

６ 
日 
(日)

７ 
日 
(月)

備　　　考 

臨
時
回
収
 

清掃課　　　（1　 1443） 
二見総合支所（1　 1112） 
小俣総合支所（1　 7861） 
御薗総合支所（1　 0235） 

清掃課（1　 1443） 

御薗総合支所（1　 0235） 

清掃課　（1　 1443） 

美化センター （1　 4329） 

小俣総合支所 （1　 7861） 

清掃工場 （1　 1218） 

リサイクルプラザ（1　 2800） 

伊勢廃棄物投棄場 （1　 1208） 

二見総合支所 （1　 1112） 

小俣総合支所 （1　 7861） 

御薗総合支所 （1　 0235） 

くみとり業者へ直接連絡 

伊勢広域環境組合斎場 
（1　 5120） 

管理事務所（1　 8509） 

離宮の湯（1　 0548） 

戸籍住民課（1　 5547） 

伊勢総合病院（1　 5111） 

水道 水道メーターから蛇口までの修繕を希望する場合は、伊勢市指定給水装置工事事業者に申し込んでください。 
道路からの漏水を発見したときは、水道管理センター（1　 3360）へ。 

二見総合支所（1　 1112） 
小俣総合支所（1　 7861） 

午前8時30分までに出してください 

詳しくは「ごみリサイクルカレンダー」 

で確認してください 

搬入時間…9：00～16：30 
※東豊浜は9：00～12：00

粗大ごみのみ 
搬入時間…13：00～17：00

午後7時までに出してください 

搬入時間…8：30～16：45 
（12：00～13：00を除く） 

開場時間(平日)…8：30～17：15 
(土曜日・日曜日・祝日)…9：30～16：00

搬入時間…8：30～16：00

搬入時間…8：30～12：00

搬入時間…8：30～16：00 
（12：00～13：00を除く） 

搬入時間…9：00～16：00 
（12：00～13：00を除く） 

くみとり業者への申し込みは、 
12月21日(金)まで 

12月27日（木）は、送迎バス(毎週木曜 
日運休)を臨時運行します。 

印鑑登録証明書 
住民票の写し 
外国人登録原票記載事項証明書 

37

42

22

22

37

22

37

37

38

22

42

22

22

28

24

22

21

23

23

43

22

42

22



種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日・休日
（実施しない場合あり）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（12月５日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（12月12日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（12月19日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（12月26日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の
不登校・いじ
め・友人関係・
学習など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日・休日を

除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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※日の指定がない相談の年末の相談日については、

各問い合わせ先へ問い合わせてください。

種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

※12月24日は振替休日のため、

12月25日（火）に行います。

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き 12月６日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 11月29日（木）～12月５日（水）に、

社会福祉協議会伊勢支所へ来所

または電話

と　き 12月20日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 12月13日（木）～19日（水）に、社会

福祉協議会二見支所へ来所また

は電話

と　き 第３水曜日（12月19日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

相談日など

と　き 第２火曜日（12月11日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（12月13日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（12月６日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（12月４日・18日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（12月11日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（12月25日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

（ ）
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消費生活
架空請求など（ ）

多重債務
司法書士による

クレジット・
消費者金融など（ ）

と　き 第３木曜日（12月20日）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から

広報広聴課（1@15515）へ電話

12月の無料相談
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人の動き（10月末現在）

総人口 136,132人（＋76人）

世帯数 52,987世帯（＋104世帯）

男性 64,641人（＋39人）

女性 71,491人（＋37人）

※外国人登録者を含む。




